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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、
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「くにたち公民館だより」
デジタルブック

６月６日から７月６日は、６月６日から７月６日は、
�「くにたちジェンダー平等月間」です�「くにたちジェンダー平等月間」です

【特集：ジェンダー講座】講座参加者の感想とこれから始まる講座のご案内

２月に実施したジェンダー講座に参加した方の感想をお届けするとともに、「くに
たちジェンダー平等月間」に行われる講座やイベントをご案内します。ぜひこの機会に
「性別にかかわらず誰もが暮らしやすいまち」について一緒に考えてみませんか。

社
会
は
構
成
さ
れ
る
」
と
い
う
男
性
中

心
社
会
の
価
値
観
の
も
と
で
無
視
さ
れ

て
き
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
男
性
が

担
っ
て
き
た
有
償
労
働
と
は
対
照
的
に
、

主
に
女
性
が
担
っ
て
き
た
育
児
や
介
護

と
い
っ
た
ケ
ア
ワ
ー
ク
は
、
無
償
労
働

と
し
て
可
視
化
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

次
ペ
ー
ジ
に
講
座
参
加
者
の
感

想
の
つ
づ
き
と
６
月
か
ら
の
講

座
・
イ
ベ
ン
ト
案
内
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

←

で
は
、
ケ
ア
ワ
ー
ク
を
無
償
労
働
と

し
て
捉
え
直
し
た
際
に
、
ど
の
よ
う
な

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
の
か
。
日
本
で
は
、
有
償
労

働
と
無
償
労
働
に
費
や
す
時
間
を
合
計

す
る
と
、
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
が
長

く
働
い
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
、
男
性
が
無
償
労
働
に
費
や
す

時
間
は
、
女
性
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
短

い
。
こ
れ
ら
は
、
女
性
が
ケ
ア
ワ
ー
ク

を
担
う
こ
と
を
前
提
に
仕
事
を
選
ば
ざ

る
を
得
な
い
実
情
を
反
映
し
て
い
る
。

現
に
女
性
労
働
者
の
半
数
以
上
は
非
正

規
雇
用
で
あ
る
。
ま
た
、
出
産
や
育
児

を
前
提
に
、
転
勤
を
伴
わ
な
い
地
域
限

定
職
に
就
く
女
子
学
生
も
い
る
と
い
う
。

女
性
に
の
み
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
求
め
る
い
び
つ
さ
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
こ
う
し
た
い
び
つ
さ
が
よ
り

顕
著
に
表
れ
た
の
が
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
。

学
校
や
保
育
園
が
閉
鎖
さ
れ
る
と
、
多

く
の
女
性
は
仕
事
を
辞
め
て
家
庭
内
で

ケ
ア
ワ
ー
ク
を
担
わ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
公
的
な
領
域
で
の
ケ
ア
が
保
障

さ
れ
な
く
な
る
と
、
女
性
が
そ
の
し
わ

寄
せ
を
受
け
る
実
態
も
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ケ
ア
ワ
ー
ク
を
無
償

労
働
と
し
て
捉
え
直
す
と
、
女
性
が
男

性
中
心
社
会
の
調
整
弁
を
担
っ
て
き
た

姿
が
可
視
化
さ
れ
る
。
前
述
の
通
り
、

男
性
中
心
社
会
で
は
「
互
い
に
独
立
し

て
、
自
立
し
た
人
間
か
ら
社
会
は
構
成

さ
れ
る
」
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
う

し
た
人
間
観
の
も
と
で
、
転
勤
や
転
居

を
前
提
と
し
た
雇
用
慣
行
が
生
ま
れ
、

長
時
間
労
働
が
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
よ
う
な
人
間
観
は
、
ケ
ア

を
担
う
女
性
の
存
在
を
無
視
し
、
女
性

を
男
性
中
心
社
会
の
周
縁
へ
と
追
い
や

る
も
の
で
も
あ
る
。
本
当
に
求
め
ら
れ

る
の
は
、
女
性
に
さ
ら
な
る
有
償
労
働

を
促
そ
う
と
す
る
「
女
性
活
躍
」
で
は

な
い
。
む
し
ろ
、「
人
は
み
な
依
存
す

る
存
在
で
あ
る
」
こ
と
を
前
提
に
、
男

性
中
心
社
会
に
お
け
る
人
間
観
を
見
直

す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

講
座
の
冒
頭
で
、
講
師
の
金
井
先
生

は「
人
は
み
な
依
存
す
る
存
在
で
あ
る
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
た
し
か
に
、
人
は

乳
幼
児
期
に
も
高
齢
期
に
も
他
者
の
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
。
生
涯
に
わ
た
っ
て

全
く
ケ
ア
を
必
要
と
し
な
い
人
な
ど
存

在
し
な
い
。
し
か
し
、こ
の
事
実
は「
互

い
に
独
立
し
て
、
自
立
し
た
人
間
か
ら

無
償
労
働
を
通
じ
て
捉
え
直
す
男
性
中
心
社
会

鷲
尾
　
勇
輝

２０２５年２月２日（日）開催報告
「『ペイドワーク（有償労働）』と
『アンペイドワーク（無償労働）』か
ら考える経済学」

講師の金
かな

井
い

郁
かおる

さん（埼玉大学）から、
男女間での経済格差が生じる要因や社
会構造等についてお話を伺いました。
講座では「アンペイドワーク（無償
労働）≒ケアワーク」にも着目し、誰
もが誰かをケアし、誰かにケアされる
存在であること、ケアが必要な人やケ
アを提供する人を支えていく社会の在
り方について共に考え、理解を深める
時間となりました。

たくさんの方が参加してくださり、質疑応答時間
からも多くの学びを得られました。

【
講
座
参
加
者
の
感
想
①
】
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あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

「
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
経
済
学
」
と
聞
き

慣
れ
ぬ
言
葉
に
惹
か
れ
て
参
加
し
た
本

講
座
。
女
性
も
経
済
に
積
極
的
参
加

を
！
と
い
っ
た
内
容
な
の
で
は
、
と
い

う
先
入
観
は
い
い
意
味
で
裏
切
ら
れ
た
。

ま
ず
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
経
済
学
は
全
て

の
人
が
ケ
ア
で
き
る
社
会
の
実
現
の
必

要
性
を
訴
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
近
代
経

済
学
が
前
提
と
し
て
き
た
「
合
理
的
経

済
人
」
と
は
「
互
い
に
独
立
し
て
、
自

立
し
た
人
間
」
で
あ
り
、
こ
う
し
た
人

間
観
に
基
づ
い
て
近
代
市
民
社
会
は
構

成
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
人
（
子
ど
も
、
高
齢
者
、
病

人
、
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
な
ど
）
と
、
ケ

ア
を
担
う
人
（
家
事
、
育
児
、
介
護
な

ど
を
行
う
）
は
経
済
人
と
し
て
含
ま
れ

な
い
。
こ
れ
に
対
し
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
経

済
学
は
「
ケ
ア
」
を
中
心
に
据
え
た
経

済
学
を
構
想
す
る
。
そ
こ
で
指
摘
さ
れ

る
の
が
「
ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
」（
無

償
労
働
、
不
払
い
労
働
）
と
い
う
概
念

で
あ
る
。
特
に
家
族
に
よ
る
家
庭
内
で

の
家
事
、
育
児
、
介
護
、
看
護
、
介
助

等
の
ケ
ア
労
働
の
こ
と
を
指
し
、
働
い

た
対
価
と
し
て
報
酬
を
得
る
「
ペ
イ
ド

ワ
ー
ク
」（
有
償
労
働
）と
対
比
さ
れ
る
。

日
本
で
は
「
ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
」

の
負
担
が
男
女
間
で
大
き
な
隔
た
り
が

あ
る
こ
と
（
男
性
が
長
時
間
労
働
に
よ

っ
て
ケ
ア
を
担
う
時
間
を
奪
わ
れ
て
い

る
側
面
も
指
摘
さ
れ
る
）
や
、
家
庭
で

の
ケ
ア
を
担
う
た
め
に
「
ペ
イ
ド
ワ
ー

ク
」
で
の
不
利
（
正
規
／
非
正
規
の
賃

金
・
処
遇
格
差
）
を
甘
受
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
統
計
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の

全
国
一
律
休
校
要
請
に
よ
る
女
性
の
ケ

ア
負
担
の
増
加
、
さ
ら
に
は
看
護
師
、

介
護
士
、
保
育
士
等
の
ケ
ア
の
供
給
不

足
は
私
た
ち
の
命
を
も
脅
か
し
た
の
が

記
憶
に
新
し
い
。

私
た
ち
が
生
き
る
少
子
高
齢
化
社
会

に
お
い
て
「
ケ
ア
」
の
必
要
性
は
切
実

な
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
「
ケ
ア
」
を

無
視
し
た
社
会
に
経
済
的
成
長
な
ど
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。「
人
は
み
な
依
存
す

る
存
在
で
あ
る
」
と
い
う
前
提
に
立
つ

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
経
済
学
は
持
続
可
能
な

社
会
の
た
め
に
、
全
て
の
人
が
ケ
ア
で

き
る
社
会
の
実
現
を
訴
え
る
。
そ
し
て

こ
の
実
践
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
実
現
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

経
済
学
か
ら
見
る
「
ケ
ア
」
の
実
践
に
つ
い
て

福
田
　
恵
梨

「ヒーロー」って誰のこと？
～アニメからみる女性ヒーロー像、男性ヒーロー像～

＜ジェンダー講座＞

講　師　須川　亜紀子（横浜国立大学）

アニメ作品に登場する
「ヒーロー」と聞くと、ど
のような人物像を思い浮か
べるでしょうか。
今回は、１９６０年代～現代
までのいくつかのアニメ作
品を取り上げ、ジェンダー
の視点でその時代背景や特
徴を読み解きます。ヒーロ
ー像の移り変わりから時代ごとの社会における女性
像、男性像の変遷をたどり、アニメ作品や鑑賞する私
たちにどのような影響を与えて来たのか考えていく機
会とします。

〈須川さんの本〉
『少女と魔法―ガールヒーローはいかに受容された
のか』（ＮＴＴ出版）、『２．５次元文化論―舞台・キャラ
クター・ファンダム』（青弓社）

と　き　７月２日（水）　昼２時～４時
ところ　公民館　３階集会室
定　員　３０名（申込先着順）
申込先　６月１２日（木）朝９時～
	 電話またはホームページより

１．映画『ある職場』上映会＆トーク【要申込】
　職場で起きたハラスメントを描いた映画（３０分のショート
版）を鑑賞し、監督をまじえて皆でお話しします。
と　き　６月２７日（金）夜６時３０分～８時３０分
ところ　公民館　３階講座室

講　師　舩
ふな

橋
はし

　淳
あつし

（映画監督）

定　員　３０名（申込先着順）
申込先　電話（パラソルへ）またはホームページより

２．交流会「ふらっと！しゃべり場」【申込不要】
テーマ【子育て】
①６月１４日（土）朝１０時～１２時	 人に頼るって出来ている？
②６月２０日（金）朝１０時～１２時	 	子育てって、子どもの性別に

よって変えるもの？
③６月２９日（日）朝１０時～１２時	 	親ではない自分のこと話せて

る？
ところ　公民館　３階集会室または講座室

３．パネル展示・メッセージ募集【申込不要】
とき・ところ
７月１日（火）～６日（日）：１階　市民交流ロビー

申込・問合先	 くにたち男女平等参画ステーション・パラソル
	 ☎０４２（５０１）６９９０

※	イベント案内は、紙面の都合上、公民館で開
催するもののみ掲載しています。さらに詳し
い情報は、『市報くにたち』６月５日号、パラ
ソル特設ホームページをご覧ください。

くにたちジェンダー平等月間
（６月６日～７月６日）関連イベント案内

【
講
座
参
加
者
の
感
想
②
】
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学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

お　話　栗田　隆
りゅう

子
こ

（文筆家）

働かない、働けない、働きたくない……。「“普通”の
働き方」ってなんだろう？　就職氷河期世代に生まれ、
不登校、職場のハラスメント、うつと休職、非正規雇
用、生活保護、ご本人いわく「順調に失敗」してきた栗
田さん。
労働をめぐる法制度の変遷、有償労働と無償労働、働
かないことで愛され地位も名声も得る「怠け者列伝」
（ブッダや寅さん、ムーミンのスナフキンなど）に女性
が名を連ねないのはなぜか……。“普通”に働くことを
模索した独身女性としての自らの経験を縦糸に、労働に
まつわる法や制度・社会的課題などを絡ませ、労働モデ
ルで“普通”とされるマジョリティ（日本人男性、日本
語話者、健常者、異性愛者など）の働き方も問い直す。
「煮え切らぬ思いの中で仕事をしているあなた」に向け
たメッセージ。

〈そのほかの栗田さんの本〉
『ぼそぼそ声のフェミニズム』（作品社）、『呻きから始まる
―祈りと行動に関する２４の手紙』（新教出版社）ほか

と　き　７月６日（日）昼２時～４時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　３５名（申込先着順）
申込先　６月１０日（火）朝９時～
	 電話またはホームページより

『「働けない」をとことん考えてみた。』〈図書室のつどい〉

「働けない」をとことん考えてみた。
著：栗田隆子　発行：平凡社
初版：２０２５年２月１４日

２
０
２
５（
令
和
７
）年
度

 
公
民
館
講
座
・
事
業
年
間
予
定

公
民
館
で
は
５
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
各

分
野
で
主
催
講
座
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
月
の
公
民
館
だ
よ
り
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

ご
興
味
の
あ
る
講
座
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

事業テーマ 開催時期

①
現
代
社
会
の
課
題
を
考
え
る

憲法 ４月～

ジェンダー ６月～

多文化共生 ６月～

平和（戦後８０年） ７月～

近現代史 ８月～

性教育 ８月～

教育 ８月～

情報科学（AI） ９月～

健康（スポーツ） ９月～

人権 １１月～

環境 １２月～

②
共
生
の
地
域
社
会
を
育
む

生活のための日本語 通年開催

にほんごサロン／ KUNIBO 通年開催

学習支援（LABO ☆くにスタ） 通年開催

シルバー学習室 通年開催

青年室活動（コーヒーハウス） 通年開催

しょうがいしゃ青年教室 通年開催

女性のライフデザイン ５月～

身体表現（しょうがいしゃと共に） ５月～

親子で遊ぼう考えよう ５月～

共生社会（リカバリーの学校） ６月～

男性対象（料理教室） ７月～

若者支援（ユースワーク） ９月～

子育て １０月～

日本語教育入門 １月～

事業テーマ 開催時期

③
ま
ち
を
知
る
、地
域
か
ら
学
ぶ

緑化活動 通年開催

地域史 ４月～

公民館７０周年 ５月～

一課三館連携 １０月～

社会教育学習会 １０月～

一橋大学院生講座 １０月～

地域防災 １１月～

自然（野鳥・蝶） １２月～

一橋大学連携講座 ２月～

天体観測 ２月～

園芸 ３月～

④
社
会
を
み
つ
め
、文
化
を
つ
く
る

図書室のつどい 通年開催

くにたちブッククラブ 通年開催

映画会 通年開催

古典 ５月～

シネマトーク ６月～

文化・芸術 ８月～

将棋 ９月～

哲学 １０月～

作家と作品 ３月～
　
⑤
表
現
と
創
作

　
　
　
　
　
を
楽
し
む

銅版画 ７月～

文章表現 ９月～

短歌（子育て） １０月～

市民文化祭 １０月～

※内容・時期は変更の可能性があります。



https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kurashi/shisetsu/3/11114.html
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講　師　大野　亮司（亜細亜大学・日本近代文学）

年に８回、日本の文学作品を読む
講座を行っています。今回は２回目。
第１６４回の芥川賞候補になった『旅す
る練習』を取り上げます。皆様はど
うお読みになるでしょうか。講座で
は、参加者の感想を全体で共有し、
講師から作品の解説をしていただき
ます。
第１回に出席された方はもちろん、

今回だけのご参加も大歓迎です。

と　き　６月１２日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　３階講座室
定　員　３０名（申込先着順）
　　　　	※参加者多数の場合、市内在住・在

学在勤の方を優先することがありま
す。

申込先　電話またはホームページより
　　　　※詳しくはホームページをご確認ください。

今年のくにたち市民文化祭の開催予定期間が決まりまし
た。今年は２５組を超える団体が参加予定です。
文化祭の参加申し込みは次回実行委員会まで受け付けし
ていますので、参加希望の団体は公民館にお問い合わせく
ださい。

◆開催予定期間　１０月１４日（火）～１１月３０日（日）

◆実行委員長　	石原　融
とおる

（くにたち合同いけ花の会）

◆次回実行委員会
と　き　６月１９日（木）夜７時～
ところ　公民館　地下ホール
問合先　電話で公民館へ

◆市民文化祭プレイベント
今年は秋の市民文化祭に先駆け、多くの方に市民文化祭
を知っていただくためのプレイベントを開催いたします。
旧国立駅舎にて、各参加団体の展示や発表などを現在企画
中です。
と　き　９月１５日（月・祝）～２１日（日）
ところ　旧国立駅舎

―自分と「似ているもの」／「似ていないもの」――自分と「似ているもの」／「似ていないもの」―
〈くにたちブッククラブ〉

（講談社文庫）
乗乗
の りの り

代代
し ろし ろ

雄介『旅する練習』雄介『旅する練習』

『旅する練習』（乗代
雄介著、講談社文庫）

新しい発行物のご紹介新しい発行物のご紹介
公民館の取り組みなどをまとめた冊子ができました。お読みになりたい方は公民館へお問い合わせく
ださい（配布用は数に限りがあります）。こちらの発行物は右記二次元コードからもご覧いただけます。

秋の文化祭に参加した団体が催しの成
果を報告しています。市内で文化・芸術
活動をしている方々の、文化祭での写真
も多く掲載されています。

第６９回　くにたち市民文化祭
―記録集―みんな集まれ国立へ
　咲かせよう文化の花

「コーヒーハウス」は、しょうがいし
ゃ青年教室・喫茶わいがやなどさまざま
な背景のある若者がつどい、ともに語ら
い、楽しみ、学び合う活動の総称です。
２０２３（令和５）～２０２４（令和６）年度

の活動の記録、参加者の思いを綴った文
集などをたくさんの写真とともに掲載し
ています。編集も若者たちでおこないま
した。

冊子コーヒーハウス　７４号

「生活のための日本語講座」、「日本語
教育入門」、多文化共生に関する催し
等、国際交流事業として実施している講
座の様子や感想を、執筆者の母語や日本
語で書いていただいたものを掲載してい
ます。３年に１度発行しています。

国際交流　No.１４

くにたちブッククラブでは毎年、全回
終了後に参加者のみなさんと手作業で文
集を作っています。文学作品を共同で読
むことで深められた読みや気づきが参加
者の言葉で綴られています。
講師の尾崎名津子さんによる講義録
「太宰治『ヴィヨンの妻』―多角的に眺
めてみれば」も掲載しています。

くにたちブッククラブ
たしかにそこにいた「わたし」のこと

第第７０７０回くにたち市民文化祭回くにたち市民文化祭
開催期間が決まりました！開催期間が決まりました！



(5) 公民館主催講座の申込先・お問合せ先　公民館☎042-572-5141

公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

監督　山田洋次　原作　ピート・ハミル
出演　高倉　健、倍賞千恵子、武田鉄矢、桃井かおり、
　　　渥美　清、たこ八郎、太宰久雄、赤塚真人　ほか

東映やくざ映画の大スター・高倉健と松竹のエース監督
・山田洋次の初顔合わせも大いに話題となった、心温まる
ロード・ムービーの名作。それまで大スターだが演技賞に
は縁がなかった高倉健は、この作品でその年の主演男優賞
を総なめにし、俳優としての大きな転換点となった。

〈シネマトーク〉
「任侠という鎧を脱いで―それまでとそれからの高倉健―」
� 北里宇一郎（脚本家）
上映終了後に、脚本家の北里宇一郎さんに、俳優・高倉

健の魅力についてお話をうかがいます。

と　き　６月２９日（日）昼２時～５時（開場昼１時３０分）
ところ　公民館　地下ホール
定　員　７０名（申込先着順）
申込先　６月１０日（火）朝９時～
	 電話またはホームページより
＊	事前申し込み制となっています。必ず電話、窓口、ホーム
ページのいずれかの方法にて事前にお申し込みください。

＊	日本語字幕付きの上映です。ご了承ください。

公民館は社会教育施設として、市民等で構成されるグル
ープや団体に会場を無料で貸し出しています。活動目的や
人数に応じて、大・中・小の集会室、講座室、ピアノのあ
るホールと音楽室、調理のできる実習室、着付けや茶道の
できる和室の８つの部屋があります。なお、和室では机と
椅子を使用し、実習室では間仕切りを活用すれば小会議室
としても利用できます。

会場全体の利用率は６４．０％となり、前年の６３．７％から
若干増加しました。小集会室や実習室など、少人数での
活動に使える部屋は比較的空きがあります。最新の部屋
の空き状況は公民館窓口にお問い合わせください。

〈〈CC
シ ネ ボ ッ ク スシ ネ ボ ッ ク ス
INEVOXINEVOX　シネマトーク〉　シネマトーク〉

松竹　１９７７年　カラー１０８分　※ＤＶＤ版松竹　１９７７年　カラー１０８分　※ＤＶＤ版
『『幸幸

し あ わ せし あ わ せ

福福の黄色いハンカチ』の黄色いハンカチ』

ー８月分（ロビー９月分）の
　会場調整会のお知らせー

申込書のポスト投入期間
６月７日（土）
～６月２6日（木）

予約の重なりのあった
団体の掲示開始日
（公民館ＨＰにも掲載）

６月２8日（土）

会場調整会 ７月５日（土）朝１０時～

▶重なり状況

※会場調整会当日は朝１０時までに受付してください。

５
月
13
日
（
火
）
第
35
期
第
７
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
13
名
、
館
長
、
職

員
２
名
出
席
。
傍
聴
人
７
名
。

前
回
議
事
録
確
認

議
事
録
修
正
あ
り
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
、

社
会
教
育
委
員
の
会
、
東
京
都
公
民
館

連
絡
協
議
会
、
社
会
教
育
学
習
会
担
当

委
員
よ
り
報
告
。

○
社
会
教
育
委
員
の
会
よ
り
、
教
育
長

諮
問
「
国
立
市
の
生
涯
学
習
・
社
会
教

育
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る

学
習
機
会
充
実
の
可
能
性
に
つ
い
て
」

へ
の
答
申
提
出
の
報
告
、
内
容
紹
介
。

○
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
よ
り
、

４
月
23
日
（
水
）
開
催
の
定
期
総
会
に

つ
い
て
報
告
。

○
４
月
18
日
（
金
）
開
催
の
市
長
・
教

育
長
懇
談
会
に
つ
い
て
参
加
委
員
よ
り

報
告
、
感
想
を
共
有
。

審
議
事
項

○
審
議
会
で
今
期
調
査
・
検
討
し
た
い

テ
ー
マ
に
つ
い
て
事
前
に
提
出
し
た
調

査
票
を
基
に
各
委
員
か
ら
発
表
。
次
回

継
続
審
議
予
定
。

○
70
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
今
後
審

議
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
か
、
次
回
以
降
も
継
続
し
て
検
討
し

て
い
く
。

次
回
６
月
10
日
（
火
）
夜
７
時
15
分

か
ら
講
座
室
。
傍
聴
歓
迎
。

�

（
木
山
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

令和６年度
　公民館の施設利用状況について

■令和６年度時間帯別会場利用率（単位％）
会場  

（定員）

時間帯

ホール
（８５名）

音楽室
（２０名）

集会室
（３０名）

講座室
（３５名）

中集
会室

（２０名）

小集
会室

（１０名）

和室
（２０名）

実習室
（１０名）

午前 ８５．７ ８６．６ ６９．５ ７５．２ ８０．３ ６６．８ ７４．８ ４９．９
午後 ８８．６ ８２．９ ７３．８ ７２．６ ６９．１ ５８．６ ７０．３ ５３．８
夜間 ８８．０ ６３．６ ５１．３ ３８．４ ４３．５ ２５．８ ５２．９ １４．４

（注）１日の利用時間を、午前・午後・夜間の３区分に整理。１区分
に複数回の利用があっても１回分の利用とみなして回数を算出
し、この数を年間延べ開室回数で割り、利用率を算出している。

ホームページ更新時点で申し込みが入って
いる時間が記載されています。
※更新後の申し込み・キャンセルは反映さ
れていませんので、お問い合わせください。

会場申込状況をホームページに掲載しています

★９月以降の予定

使用月
（ロビー）

申込書の
ポスト投入期間

重なり団体
掲示日 会場調整会

９月（１０月） ７月５日㈯～
７月２４日㈭ ７月２6日㈯ ８月２日㈯

１０月（１１月） ８月２日㈯～
８月２8日㈭ ８月３０日㈯ ９月６日㈯

１１月（１２月） ９月６日㈯～
９月２５日㈭ ９月２７日㈯ １０月４日㈯
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―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

ひ
ろ
ば

国
立
市
空
手
道
連
盟
会
員
募
集
中

空
手
道
を
通
じ
て
心
身
の
健
全
な
る

育
成
を
は
か
り
ま
す
。一
緒
に
汗
を
流
し

努
力
し
ま
し
ょ
う
。日
々
の
努
力
が
明
日

の
自
分
を
作
り
ま
す
。か
つ
て
の
生
徒
か

ら
私
が
学
び
ま
し
た
。月
３
千
円

日
時　
㈫
㈬
㈮
夕
4
時
～
９
時
他
相
談
要

場
所　

国
立
市
本
部
道
場
見
学
自
由

連
絡
先　

佐
伯
０８０
（
７５６６
）
５
５
８
３

和
弓
を
ひ
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

和
弓
は
姿
勢
を
良
く
し
、
集
中
力
を

養
い
誰
に
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

初
め
て
の
方
も
会
の
道
具
を
お
貸
し
し

ま
す
。
会
費
一
回
５００
円
。
詳
細
は
夕
６

時
以
降
電
話
を
。
く
に
た
ち
弓
友
会

日
時　

毎
週
㈯
又
は
㈰
の
午
前
中

場
所　

昭
島
市
弓
道
場
（
東
中
神
駅
）

連
絡
先　

長
谷
川
０４２
（
５７６
）
１
４
８
９

　
　

文
章
力
向
上
カ
フ
ェ

表
現
力
や
文
章
力
を
磨
く
目
的
の　

著
述
家
さ
ん
が
行
う
講
座
で
す
。
お
手

紙
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
小
説
他
あ
ら
ゆ
る
文

を
扱
い
ま
す
。
運
営
仲
間
を
集
め
て
い

ま
す
。
ご
連
絡
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す

日
時�
み
ん
な
で
決
め
ま
し
ょ
う

場
所　
　
　
　

公
民
館
他

連
絡
先　

濡ぬ
れ

花か

詩し

雨ぐ
れ

０８０（
５４１７
）２
１
９
８

女
性
限
定
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
Ｐ
Ｗ
Ｆ

岡
本
公
子
先
生
の
指
導
の
も
と
、
呼

吸
に
合
わ
せ
全
身
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
凝
り
固
ま
っ
た
筋
肉
を

ほ
ぐ
す
と
爽
快
で
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

３
か
月
ご
と
４
千
５００
円
で
す
。

日
時　

毎
週
㈬　

夜
７
時
～
８
時
半

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル
他

連
絡
先　

河
合
０４２
（
５７２
）
０
４
２
６

国
立
ペ
タ
ン
ク
倶
楽
部

ペ
タ
ン
ク
は
フ
ラ
ン
ス
で
サ
ッ
カ
ー

の
次
に
競
技
人
口
の
多
い
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
老
若
男
女
が
公
園
で
楽
し
く
、
気

軽
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
ず
は

見
学
・
お
試
し
参
加
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

㈬
・
㈮　

朝
９
時
半
～
11
時

場
所　

谷
保
第
三
公
園

連
絡
先　

小
泉
０４２
（
５７２
）
０
０
０
６

健
康
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
会
！

健
康
増
進
（
呼
吸
器
・
心
肺
機
能
）、

免
疫
力
ア
ッ
プ
、
そ
し
て
皆
で
ワ
イ
ワ

イ
楽
し
く
吹
矢
で
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

的
に
矢
が
当
た
る
壮
快
感
と
ゲ
ー
ム
感

覚
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　
随
時
（
予
約
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

場
所　
Ｆ
Ｓ
Ｘ
ア
リ
ー
ナ（
総
合
体
育
館
）

連
絡
先　

坂
井
０９０
（
２４４９
）
９
１
７
５

水
彩
画
「
パ
レ
ッ
ト
」
作
品
展

第
1９
回
作
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

主
体
美
術
協
会
々
員
の
有
馬
先
生
ご
指

導
の
も
と
「
自
分
ら
し
い
絵
を
」
モ
ッ

ト
ー
に
日
々
楽
し
み
な
が
ら
描
い
て
お

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
1４
㈯
～
21
㈯
、
1６
㈪
休
館

場
所　

公
民
館　

市
民
交
流
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

吉
田
０４２
（
５２５
）
５
９
３
０

老
後
の
社
会
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う

老
後
の
生
活
の
支
え
と
な
る
介
護
保

険
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
現
場
で

働
く
人
と
利
用
し
て
い
る
人
の
生な

ま

の
声

を
出
し
合
っ
て
考
え
ま
す
。　

主
催　

ス
ペ
ー
ス
Ｆ

日
時　
６
月
28
日
㈯
昼
１
時
半
～
４
時

場
所　

公
民
館
集
会
室　

資
料
代
５００
円

連
絡
先　

事
務
局
０４２
（
５７５
）
４
４
１
４

６月７日（土）昼	 	〈映画＆お話―多文化共生講座〉	
『北の果ての小さな村で』

　　１２日（木）夜	 	くにたちブッククラブ　乗代雄介『旅する練習』
　　２９日（日）昼	 	〈C

シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX・シネマトーク〉	
『幸福の黄色いハンカチ』

７月２日（水）昼	 	〈ジェンダー講座〉「ヒーロー」って誰のこと？	
～アニメからみる女性ヒーロー像、男性ヒーロ
ー像～

　　６日（日）昼	 	〈図書室のつどい〉	
『「働けない」をとことん考えてみた。』

　講座の開催状況などに変更
があった場合は、公民館入り
口付近の掲示や、ホームペー
ジでお知らせします。ご不明
の点はお問い合わせください。
公民館　☎０４２（５７２）５１４１

講座等の案内▶

今月の公民館（６月～７月）

発
足
17
年
近
く
に
な
る
「
手
の
ひ
ら

健
康
バ
レ
ー
国
立
」。
設
立
当
初
は
少

人
数
だ
っ
た
が
、
現
在
は
50
代
か
ら
80

代
ま
で
の
31
名
が
所
属
し
て
い
る
。

手
の
ひ
ら
健
康
バ
レ
ー
は
、
誰
も
が

取
り
組
み
や
す
い
よ
う
に
ル
ー
ル
が
考

案
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ー
ル
を
手
の
ひ
ら

で
打
ち
、
３
回
で
相
手
コ
ー
ト
へ
返
す
。

１
チ
ー
ム
６
人
制
。
11
点
先
取
。
１
セ

ッ
ト
マ
ッ
チ
。
ど
ち
ら
か
の
チ
ー
ム
が

６
点
に
な
っ
た
ら
前
衛
と
後
衛
を
交
代

す
る
。
ジ
ャ
ン
プ
や
ブ
ロ
ッ
ク
は
禁
止

だ
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ダ
ブ
ル
ス
と
同

じ
コ
ー
ト
の
広
さ
で
プ
レ
ー
す
る
。
普

通
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
よ
り
も
軽
い
、
重

さ
50
グ
ラ
ム
の
ボ
ー
ル
を
使
用
す
る
の

で
、
打
ち
返
し
方
に
よ
っ
て
そ
の
軌
道

が
読
め
な
い
と
こ
ろ
も
面
白
さ
だ
。

所
属
年
数
が
長
い
メ
ン
バ
ー
も
多
い

が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
始
め
た
メ
ン
バ

ー
も
い
る
。「
健
康
の
た
め
の
良
い
運

動
に
な
る
」「
ス
ト
レ
ス
発
散
」
と
、

日
々
の
健
康
づ
く
り
の
大
切
な
機
会
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
仲
間
づ
く
り
と

い
う
面
も
継
続
の
大
き
な
動
機
だ
。「
こ

こ
に
来
れ
ば
、み
ん
な
に
会
え
る
」「
運

動
が
苦
手
で
、
周
り
に
下
手
と
思
わ
れ

た
ら
行
き
た
く
な
く
な
る
が
、
失
敗
し

て
も
み
ん
な
が
ド
ン
マ
イ
と
声
を
か
け

て
く
れ
て
優
し
く
、長
続
き
し
て
い
る
」

と
の
声
を
聞
い
た
。

取
材
当
日
は
練
習
試
合
を
観
戦
し
、

ボ
ー
ル
を
見
つ
め
る
真
剣
な
眼
差
し
や
、

活
発
な
プ
レ
ー
、「
ナ
イ
ス
！
」「
惜
し

い
！
」
と
い
っ
た
励
ま
し
合
い
が
印
象

的
だ
っ
た
。
軌
道
を
変
え
る
ボ
ー
ル
、

プ
レ
ー
が
決
ま
っ
た
時
の
笑
顔
、
は
た

ま
た
悔
し
い
表
情
、
鳴
り
響
く
ホ
イ
ッ

ス
ル
。
そ
の
ど
れ
も
が
生
き
生
き
と
し

て
い
て
、
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

を
改
め
て
感
じ
る
時
間
と
な
っ
た
。

未
経
験
者
で
も
始
め
や
す
く
、
楽
し

く
体
を
動
か
し
て
汗
を
流
す
こ
と
の
で

き
る
、
手
の
ひ
ら
健
康
バ
レ
ー
。
皆
さ

ん
も
、
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時　

�

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

昼
12
時
～
３
時

場
　
所　

Ｆ
Ｓ
Ｘ
ア
リ
ー
ナ

　
　
　
　
（
総
合
体
育
館
）

連
絡
先　

野
道　

０９０
（
８８９０
）
４
９
９
３

〈
文
・
写
真
　
公
民
館
だ
よ
り

�

編
集
研
究
委
員
　
森
本
　
彩
里
紗
〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
４
０
４
〉

手
の
ひ
ら
健
康
バ
レ
ー
国
立

手
の
ひ
ら
健
康
バ
レ
ー
国
立

手のひら健康バレーで楽しく運動！


